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(57)【要約】
【課題】シールドパイプに対する編組部の接続位置を安
定化させる。
【解決手段】内部にワイヤハーネスＷＨを構成する導電
線Ｌが挿通されるシールドパイプ３と、シールドパイプ
３の端部に接続されてシールドパイプ３から外部に引き
出された導電線Ｌが挿通される編組部４と、導電材にて
形成され、シールドパイプ３の端面を覆いつつシールド
パイプ３の外周面に装着されるとともに、その外周面に
編組部４が接続される端部部材１３と、編組部４を端部
部材１３にかしめ付けるかしめリング５とを備え、端部
部材１３の外周面にはかしめリング５を軸方向に位置決
めするための位置決め溝１６が形成されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部にワイヤハーネスを構成する導電線が挿通されるシールドパイプと、
　前記シールドパイプの端部に接続されて前記シールドパイプから外部に引き出された前
記導電線が挿通される筒状の可撓性シールド部材と、
　導電材にて形成され、前記シールドパイプの端面を覆いつつ前記シールドパイプの外周
面に装着されるとともに、その外周面に前記可撓性シールド部材が接続される端部部材と
、
　前記可撓性シールド部材を前記端部部材にかしめ付けるかしめ部材とを備え、
　前記端部部材の外周面には前記かしめ部材を前記シールドパイプの軸方向に位置決めす
るための位置決め部が形成されていることを特徴とするワイヤハーネスのシールド構造。
【請求項２】
　前記端部部材は導電性を有する樹脂材にて形成されていることを特徴とする請求項１に
記載のワイヤハーネスのシールド構造。
【請求項３】
　前記可撓性シールド部材を長さ方向に沿って包囲する保護部材と、
　前記可撓性シールド部材を包囲しつつ前記シールドパイプと前記保護部材との間に架設
されるシール用のグロメットとをさらに備え、
　前記端部部材の内周面には前記シールドパイプの外周面の全周に亘って水密状態で密着
するパイプシール部が形成されていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
ワイヤハーネスのシールド構造。
【請求項４】
　前記端部部材は、前記シールドパイプの端面を覆う壁面を有するとともに、この壁面に
は前記導電線をシール状態で貫通させるゴム製のワイヤシール部が形成され、かつ前記ワ
イヤシール部は２色成形によって前記端部部材に一体に組み込まれていることを特徴とす
る請求項３に記載のワイヤハーネスのシールド構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤハーネスのシールド構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ハイブリッド車両あるいは電気自動車においては、バッテリとインバータとの間
には複数の電線よりなるワイヤハーネスを金属製のシールドパイプ内に挿通して配索する
ことがある。そのようなワイヤハーネスの一例として、下記特許文献１を挙げることがで
きる。
【０００３】
　上記のワイヤハーネスでは、車両の床下に沿って配されたシールドパイプ内に挿通され
ている。一方、電線のうちシールドパイプから導出された部分、つまりバッテリやインバ
ータに向けての配索領域においては、電線は可撓性シールド部材である金属編組部内に挿
通されて配索方向が自在に調整できるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２８７３３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の構造では、金属編組部はシールドパイプの端部に被せ付けられた状態で、リング
状のかしめ部材を締め付けることによってシールドパイプへの接続がなされている。



(3) JP 2016-92250 A 2016.5.23

10

20

30

40

50

【０００６】
　しかし、上記のものでは、シールドパイプに対するかしめ具の締め付け位置（かしめ位
置）を規定するための手段が講じられていない。このため、従来は手作業にてシールドパ
イプの端縁からの距離を図った上でかしめ具の締め付け位置を決定しており、効率よく作
業を行うことができなかった。
【０００７】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、シールドパイプに対す
るかしめ部材の締め付け位置を容易に決定することができるワイヤハーネスのシールド構
造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のワイヤハーネスのシールド構造は、内部にワイヤハーネスを構成する導電線が
挿通されるシールドパイプと、前記シールドパイプの端部に接続されて前記シールドパイ
プから外部に引き出された前記導電線が挿通される筒状の可撓性シールド部材と、導電材
にて形成され、前記シールドパイプの端面を覆いつつ前記シールドパイプの外周面に装着
されるとともに、その外周面に前記可撓性シールド部材が接続される端部部材と、可撓性
シールド部材を端部部材にかしめ付けるかしめ部材とを備え、前記端部部材の外周面には
前記かしめ部材をシールドパイプの軸方向に位置決めするための位置決め部が形成されて
いることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ワイヤハーネスはシールドパイプと可撓性シールド部材とによって包
囲されてシールド状態に保持されている。また、シールドパイプの端面は端部部材によっ
て覆われているため、仮にシールドパイプの端縁がエッジになっていたとしても、導電線
の被覆が損傷される事態を回避することができる。また、端部部材がシールドパイプの端
縁を覆うようにして取り付けられることで、シールドパイプに対する端部部材の位置が固
定され、かつ端部部材に形成された位置決め部にかしめ部材を配置することで、シールド
パイプに対するかしめ部材の締め付け位置を自動的に決定することができる。これによっ
て、作業効率を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ハイブリッド車両においてバッテリとインバータとがワイヤハーネスを介して接
続されている状況の概要を示す側面図
【図２】シールドパイプと編組部との連結部分を示す側断面図
【図３】端部部材の側断面図
【図４】図２におけるＡ－Ａ線断面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明における好ましい実施の形態を説明する。
（１）本発明のワイヤハーネスのシールド構造においては、前記端部部材が導電性を有す
る樹脂材にて形成されるようにするとよい。
　このような構成によれば、端部部材を介して可撓性シールド部材とシールドパイプとを
電気的に接続することができる。
（２）また、前記可撓性シールド部材を長さ方向に沿って包囲する保護部材と、前記可撓
性シールド部材を包囲しつつ前記シールドパイプと前記保護部材との間に架設されるシー
ル用のグロメットとをさらに備え、前記端部部材の内周面には前記シールドパイプの外周
面の全周に亘って水密状態で密着するパイプシール部が形成されている構成としてもよい
。
　このような構成によれば、端部部材に形成されたパイプシール部によって端部部材とシ
ールドパイプとの間をシールすることができる。
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（３）さらに、前記端部部材は、前記シールドパイプの端面を覆う壁面を有するとともに
、この壁面には前記導電線をシール状態で貫通させるゴム製のワイヤシール部が形成され
、かつ前記ワイヤシール部は２色成形によって前記端部部材に一体に組み込まれるように
してもよい。
　このような構成によれば、導電線と端部部材との間をワイヤシール部によってシールす
ることができるため、仮に保護部材が損傷を受けて内部に水が浸入しても、シールドパイ
プ内への浸入を回避することができる。
【００１２】
　次に、本発明のワイヤハーネスを具体化した実施例について、図面を参照しつつ説明す
る。
　＜実施例１＞
　本実施例１のワイヤハーネスのシール構造はハイブリッド車に適用されたものである。
ワイヤハーネスＷＨは車両のリヤ側に搭載されたバッテリ１とエンジンルーム内に設けら
れたインバータ２との間を接続している。本実施例の場合、図２に示すように、ワイヤハ
ーネスＷＨは可撓性を有する３本の導電線Ｌによって構成されている。
【００１３】
　ワイヤハーネスＷＨの途中は車両の床下に配されたシールドパイプ３内に一括して挿通
されている。シールドパイプ３はアルミニウムあるいはアルミニウム合金製であり、断面
円形状の長尺パイプによって構成されている。シールドパイプ３は曲げ加工されて所定の
配管経路に沿って配されている。シールドパイプ３は、概ね、車両の略前後方向に沿いつ
つ水平に延出している。シールドパイプ３の前端側は上方へ屈曲してエンジンルーム内に
導入され、後端側は車室のリヤ側に導入されている。
【００１４】
　シールドパイプ３の両端部には端部部材１３が装着されている。端部部材１３は、シー
ルドパイプ３の端面全体を覆う電線保持部１３Ａとこの電線保持部１３Ａの周縁部から軸
方向へ筒状に突出しシールドパイプ３の外周面に嵌合可能なパイプ保持部１３Ｂとから形
成されている。端部部材１３は導電材入りの樹脂材を主材料として形成されている。この
ため、端部部材１３上に編組部４がかしめ付けられたときに、端部部材１３を介して編組
部４とシールドパイプ３とが電気的に接続された状態となる。
【００１５】
　図３に示すように、パイプ保持部１３Ｂの内周面であって、電線保持部１３Ａ寄りの位
置には装着溝１４が全周に亘って凹み形成され、この装着溝１４に取り付けられたＯリン
グ１５によって端部部材１３とシールドパイプ３との間がシールされる。一方、シールド
パイプ３の外周面であって、Ｏリング１５が設けられている部位から開口側にかけて位置
決め溝１６が全周に亘って凹み形成されている。この位置決め溝１６には後述するかしめ
リング５（かしめ部材）が軸方向（前後方向）に関して位置決めされた状態で配置され、
この位置で編組部４を締め付け可能としている。
【００１６】
　電線保持部１３Ａには各導電線Ｌをシール状態で挿通可能な３つのワイヤシール部１７
が設けられている。図４に示すように、各ワイヤシール部１７は端部部材１３の中心軸周
りに同心円状に配置されている。また、各ワイヤシール部１７はゴム材によって形成され
、端部部材１３において二色成形等の成形法により一体に組み込まれている。各ワイヤシ
ール部１７には導電線Ｌを挿通可能な電線挿通孔１８が貫通して形成されるとともに、図
３に示すように、各電線挿通孔１８内における軸方向の中央部にはシール突起１９が前後
に二条突出形成されている。シール突起１９は周方向に沿って環状に形成され、各導電線
Ｌの被覆に対して水密状態で弾接する。これによって、シールドパイプ内への浸水が回避
されるようにしてある。
【００１７】
　ワイヤハーネスＷＨはシールドパイプ３の長手方向の両端部からそれぞれ外部へ導出さ
れている。ワイヤハーネスＷＨのうちシールドパイプ３から外部に導出された部分は、編
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組部４（可撓性シールド部材）内に挿通されている。編組部４は多数本の導電性を有する
金属素線を長尺の筒状に編成したものであり、全体として良好な可撓性を有している。図
２に示すように、両編組部４のシールドパイプ３側の端部は端部部材１３の外周面に被せ
付けられ、位置決め溝１６の外周において金属製のかしめリング５にて締め付け固定され
る。この場合において、かしめリング５は位置決め溝１６の前後幅内において位置決めさ
れているから、シールドパイプに対する編組部４の締め付け位置は安定的である。また、
編組部４はかしめリング５によるかしめ状態で後方へ折り返され、編組部４の端末部がグ
ロメット７とシールドパイプ３との間に噛み込まないようにしている。
【００１８】
　なお、かしめリング５は径方向にかしめ操作部５Ａが突出形成された公知の部材であり
、かしめ操作部５Ａの根元部分を接近させるようかしめ付けることでかしめリング５を縮
径させ、編組部４を端部部材１３に対して締め付け固定することができる。
【００１９】
　また、編組部４の外周側には保護部材としてのコルゲートチューブ６が通されている。
図２に示すように、コルゲートチューブ６の端部はシールドパイプ３の端部から所定間隔
だけ離間して位置している。コルゲートチューブ６は合成樹脂製であり、全周に亘って切
れ目のないチューブ状に形成されている。また、コルゲートチューブ６は長さ方向に山部
と谷部とを交互に繰り返す蛇腹状に形成され、全体として良好な可撓性を有している。
【００２０】
　さらに、コルゲートチューブ６とシールドパイプ３との間にはシール用のグロメット７
が橋渡されている。グロメット７はゴム材によって形成され、両端部は共に円筒状の筒部
８が形成されている。両筒部８の間には径方向外方へ膨出して収容部９が形成されている
。収容部９内には前記したかしめ操作部５Ａ及び折り返された編組部４の端末部分が収容
されている。グロメット７における一方の筒部８（図２における左側の筒部）はシールド
パイプ３の端部の外周面に、他方の筒部８（同図における右側の筒部）はコルゲートチュ
ーブ６の端部の外周面にそれぞれ嵌め入れられている。一方の筒部８の内周面には全周に
亘って複数のシールリップ１０が突出形成され、本実施例においては、シールリップ１０
は一方の筒部８の先端の位置と、それより奥方に３箇所、計４条が形成されている。他方
の筒部８の内周面には全周に亘って複数のシール縁１１が突出形成され、本実施例では他
方の筒部８の先端の位置と、それより奥方に３箇所、計４条が形成されている。各シール
縁１１はコルゲートチューブ６の谷部のピッチに合わせて形成されて、対応する谷部に入
り込むことができる。
【００２１】
　グロメット７における両筒部８の外周面には共に結束バンド１２が配されている。結束
バンド１２は公知の樹脂製のものであるため、詳細な説明は省略する。結束バンド１２に
対する締め付けを行うことで、グロメット７とシールドパイプ３あるいはコルゲートチュ
ーブ６とを接続することができる。また、このときには結束バンド１２の締め付け力がシ
ールリップ１０あるいはシール縁１１に作用してシールドパイプ３あるいはコルゲートチ
ューブ６に弾接させるようにしているため、シール状態が強化されている。
【００２２】
　次に、上記のように構成された本実施例の作用を説明する。まず、本実施例のシールド
構造を形成する作業の一例を説明すると、各導電線Ｌをシールドパイプ３内に挿通させつ
つ端部部材１３の電線挿通孔１８内に挿通させる。その後に、端部部材１３の電線保持部
１３Ａをシールドパイプ３の端縁に突き当たるまで、パイプ保持部１３Ｂをシールドパイ
プ３に嵌め入れておく。これによって、シールドパイプ３に対する端部部材１３の装着位
置が決められる。
【００２３】
　その一方で、各導電線Ｌが挿通された編組部４の端部を端部部材１３の外周側に嵌める
。この状態で位置決め溝１６内にかしめリング５を位置させかしめ操作部５Ａをかしめ付
けることで編組部４を端部部材１３に対して締め付け固定する。この作業において、かし
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めリング５は位置決め溝１６によって前後方向に関して位置決めがされる結果、シールド
パイプ３に対する編組部４の締め付け位置が自動的に決定される。仮に、シールドパイプ
３に対するかしめリング５の締め付け位置が前後方向でばらついてしまうと、かしめ操作
部５Ａの前後位置がばらつき、これを収容するグロメット７の収容部９との干渉が問題に
なってしまう。その点、本実施例であれば、シールドパイプ３に対するかしめリング５の
かしめ操作部５Ａの前後位置を安定させることができるため、かしめ操作部５Ａをグロメ
ット７の収容部９内に簡単かつ円滑に収容させることができる。
【００２４】
　なお、かしめリング５の締め付け作業が完了したら、図２に示すように、編組部４の端
末は折り返される。この後、編組部４を挿通するコルゲートチューブ６との間にグロメッ
ト７（グロメット７は予めシールドパイプ３側あるいはコルゲートチューブ６側にずれて
嵌合されている）が架設され、各筒部８が結束バンド１２にて締め付けられることにより
、シールドパイプ３あるいはコルゲートチューブ６に対してシール状態で接続される。
【００２５】
　本実施例の効果は次の通りである。端部部材１３によってシールドパイプ３に対するか
しめリング５の前後位置が自動的に決定されるため、かしめ操作部５Ａを、グロメット７
の収容部９に干渉させることなく簡単かつ円滑に収容させることができる。
【００２６】
　また、端部部材１３を導電材を含む材料にて形成したため、編組部４とシールドパイプ
３との電気的接続を簡単にとることができる。
　さらに、端部部材１３の電線保持部１３Ａによってシールドパイプ３の端縁を覆い隠す
ようにしたため、シールドパイプ３の端縁のエッジによって導電線Ｌの被覆が傷付けられ
てしまう事態も未然に回避されている。
【００２７】
　さらにまた、端部部材１３はシールドパイプ３に対してシール状態で装着されるように
するとともに、ワイヤシール部１７を設けて各導電線Ｌに対してもシールがとられるよう
にしたため、万一、コルゲートチューブ６が損傷して外部から水が浸入することがあって
も、シールドパイプ３内への浸水は確実に回避される。したがって、シールドパイプ３に
錆を発生させる事態を未然に回避することができる。しかも、ワイヤシール部１７は２色
成形によって端部部材１３に一体に組み込むようにしたため、部品点数の増加もなく、取
扱い性にも優れる。
【００２８】
　＜他の実施例＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例に限定されるものではなく、例えば
次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）上記実施例では、シールドパイプ３を金属製としたが、合成樹脂を主体として構
成し、例えば金属箔よりなるシールド層を内部にインサートしてシールド機能を発揮する
ようにしたものであってもよい。
　（２）上記実施例では、端部部材１３に位置決め溝を凹設したが、これに代えて前後方
向に離間した環状突縁を突出形成して、この間にかしめリング５を位置決めするような構
成としてもよい。
　（３）上記実施例では、かしめ部材として金属製のかしめリング５を使用したが、樹脂
製の結束バンドであってもよい。
　（４）ワイヤハーネスにおいて、端部部材１３からコルゲートチューブ側に導出された
部分においてテープ巻きをしてもよい。このようにすることで、コルゲートチューブ側に
おいてワイヤハーネスが屈曲して配策されても、曲げの影響がシール部に及びにくくなり
、シール機能を高めることに寄与する。
【符号の説明】
【００２９】
　３…シールドパイプ
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　４…編組部（可撓性シールド部材）
　５…かしめリング（かしめ部材）
　６…コルゲートチューブ（保護部材）
　７…グロメット
　１３…端部部材
　１５…ワイヤシール部
　１６…位置決め溝
　１７…ワイヤシール部
　ＷＨ…ワイヤハーネス
　Ｌ…導電線

【図１】 【図２】
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